  西松建設の企業献金問題で、西松側が言ったのか、あるいは検察が言ったのか、さてまた検察が西松側に言わせたのか、真意は定かでないが　「天の声」があったとか、無いとか。小沢氏の説明責任とか、何とかそんなことばかり自民党は糾弾しているが、先ず問題なのは、何故このタイミングなのか？である。検察の意図としては、「民主党に政権は絶対取らせたくない！」という意図が見え隠れすると感じるのは私だけなのだろうか？世間で分かりやすい、違法行為を喧伝し民主党の足を引っ張り、政権を取らせたくない裏には、官僚は民主党が政権を取ると「勝手気ままに国政をコントロールできなくなるから」ではないだろうか？東京裁判では、アメリカは大きな勘違いをしたため、本来戦争責任をとらされて然るべき人達が保身されてしまい、そのＤＮＡは現在の官僚の一部に引き継がれている様に感じる。国民は「馬鹿」だからエリートである官僚がコントロールしないと、国の将来は暗い、と思い上がった態度で、コントロールし易い自民党が政権を取るのが望ましいと考えているのだろうか？何れにしても、小沢一郎も白では無いと思うが、グレーの濃淡は自民党にもうじゃうじゃしていると思う。であるから、「何故、小沢一郎ばかり責めるのか」検察にも説明責任がある！とマスコミは声高にいう事が重要だと思う。
　国民は、国家の表面的なやり方に惑わされるものである。マスコミは国民と同じ目線で騒ぎ立てているのではなく、もっと頭を使った報道をしてもらいたいものである。
　消えた年金問題にしても、社保庁ばかり責めているが、一部悪い奴は別にして、「０金利政策」の影響で、資産運用をリスクあるものを選択せざるを得なかった点にもあるのではないだろうか？アメリカのＩＴバブルに
協力し、アメリカと同調して金利を下げ、さらにそこに「巨額の金」が自由に回る様に「郵政民営化」をごり押しし、ＩＴバブルがはじけたら今度は住宅バブルに金を回す為に、郵政民営化を急いだのは誰だったのだろう。
　年金も、郵政が国営だったら特別利子を付ける等の工夫もできたのではないだろうか？何故、アメリカに尻尾を振り、国内が疲弊するようなことばかりするのか？また、それに一石を投じたものをクビにして、一方はお咎めがないのか？もう一方を、「捜査」されると困る人達が沢山いるからではないだろうか？そして、その人達は、間接的に年金を破綻させた張本人かもしれない。ラブミーテンダーなど歌ったのは、官僚にアメリカとの関係良好化のため、踊らされたのであり、実際に最も悪いのはシナリオを作成している官僚なのかもしれない。「巨悪」を暴かれない様、「小悪」を騒ぎ立てて、目くらまししている様にしか感じない。やはり、一度「大政奉還」し、巨悪を白日の下に晒さねば、日本の将来はないと思う。「国を想うべき人が、自分のグループの幸せだけ」を追求する様では、日本の将来は暗いとしか言い様がない。
